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に示すとおりであるが，ここで，とくに食味の中のね

はりと関係があると考えられる溶出固形物についてみ

ると，第5回のようになり，土横型・排水条件（土壌

の透水性を含む田面水の排水程度）と溶出固形物の多

g
劇

プライ土壌

還元型土壌　　　　酸化型土壌

第3図　土壌型と溶出同型物

少は，還元型土壌が全般的に酸化型土壌よりも多く，

とくにその中でもグライ土壌で多くなっている。ただ

し，泥炭質土壌は根の活力の低下のためか，一般には

低い値をとるようである。

一万．酸化型土壌では灰褐色土壌など，排水の良い

場合は溶出固形物は少なくなっているが，それでも還

元化されている場合には灰色土壌・櫻層土壌などでも

溶出固形物は多くなっている。これは還元型土壌の場

合，燐酸吸収が促進されることと関係があるものと推

定される。

4　む　　す　　び

1　試験Ⅰ

水管酎こよって生育量・乾物率等が影響を受け，そ

れが等根にまでも及んでいるが，とくに頴花数に対応

して，出穂後の茎程乾物重を増大させること，あるい

は逆に，茎稗乾物重に対応した頴花数を確保すること

が等級向上の一要因となるようである。

その水管理の一方法としては，ほは従来どおり有効

分けつ期まではおおむね湛水し，初期生育の増大を図

り，目標穂数を早期に確保する。それとともに，幼穂

形成期以前に中干して．出穂後の菓身の活力維持と，

墓碑の乾物率を高め，かつ，茎得の乾物重を十分に高

めることが必要である。

2　試験Ⅱ

排水条件の異なる土壌型によって，食味の中でもと

くに大きなウェイトを占める啓出固形物の多少は，土

壌型と排水の良否によって影響を受けることが知られ

た。溶出固形物を増加し，品質食味を向上させるため

の水管理としては，幼稚形成期以前の排水処理，およ

びその後の間断濯水などが必要とみられ，また，酸化

型土壌では根圏の表層は有機物の投与などによって，

やや還元的に経過させるとともに，下層は透水をつけ

て，板の活力維持に努めるなど，土壌の特性に基づく

対策が必要であると考える。

水稲の刈取時期に関する研究

第1報　施肥法と刈取時期が米の品質に及ぼす影響

永沼　昌雄・吉原　雅彦

（青森県農試）

1　ま　え　が　き

水稲の刈取時期については，その年の気象条件で若

干のずれがあるものの出穂期後，早生種で40日，中

生種で40～45日，晩生種で50日くらいが適期と

されている。

しかし，本県においては，深層追肥栽培が普及し，

従来の刈取適期の判定だけでは，必ずしも適合しない

実情にある。

深層追肥栽培された水稲の刈取時期の判定lこ瑞・て，

三本1）は，成熟期の判断は，穂軸や枝硬の色でなく叛

の熟色で判定しなければならないとし，従来の基肥重

点のものよりも5～7日おそく刈ったほうがよいとし

ている。

また，中村ら2）は，豊熟は気象条件によって大きく影

響を受け年次間差も大きく，穂の黄変革のみでは，玄
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米の状態をも推定することが困難であるとしている。

筆者らは，昭和45年に本県の代表的品種であるレ

ィメイを用いて，施肥法，特に全量基肥と深層追肥栽

培について，刈取時期の早晩が米の品質に与える影響

について検討したので報告する。

第1表　出穂後刈取日数および月平均積算気温

2　試　験　方　法

1　試験方法

試験は，供試品種としてレイメイを用い・施肥法は・

全量基肥区（1．OKク／a）および深層追肥区〔基肥0・4

施 肥 法
施 肥 量

（鞄 ／ a ） 5　0　日 5　5 日 4　0　日 4　5　日 5　0 日 5　5　日 8　0　日 7　5　日

全 基 区

1

1．0

℃

89 8 8 0 5 9 0 4 9 9 7 1 0 9 4 t 18 0 t 2 5 5

l

深 追 区 0．4 ＋0 ．8 8 9 5 8 0 7 9 0 9 9 9 9 1 0 9 7 1 18 d
l

い 28 5 t 4 7 5

晦，深層追肥0．8Kダ／a（出穂50日前）〕の2段階

とし，第1表に示す時期に刈り取り・調査した0

2　調査方法

川・調査株の選定方法

調査株の選定方法は，予め各穂に出穂札を付け・株

の出穂期を記録しておき，第1表に示す各々の時期に

刈り取った。調査株数は1区5株とした0

（2）刈取後の処理

刈取直後，風乾室に48時間入れ凰乾し調査した。

第2表　調査珠の㌦当り総籾数，枇不稔歩合

（3）玄米構成の調査方法

各時期ごとに乾燥終了後，出穂日別，枝梗別に籾を

手むきし，調査に供した。玄米構成は当場調査基準に

より分類した。

る　試　験　結　果

1調査株の籾数，枕，不稔歩合

調査株の㌦当り総籾数，札不稔歩合は第2表に示

す。

出 穂 後 刈 取 目 数

全　　　 基　　　 区 深　　　 追　　　 区

総　 概　 数 出 ：不 稔 数 批 不 稔 歩 合 総　 枚　 数 枇 不 稔 数 批 不 稔 歩 合

5　 0 2 5 ．6 8 5 1 5 9 9 5 ．5 5 已 2 8 8 1 t 5 2 4

8 2 1 5

2 ．9 8 2

5 0 ．1

2 0 ．5

8 ．7

8 ．1

1 0 ．1

8 ．1

5　 5 2 8 ．1 d d 1 2 5 8 4 ．8 4 0 ．0 1 占

4　 0 2 4 ．5 5 5 9 5 4 5 ．9 5 4 ．0 7 2

4　 5 2 占．7 5 8 9 9 9 5 ．7 5 1，0 7 2 1 8 9 4

5 ．5 2 9
5　 0 2 5 ．0 0 1 1．9 6 8 7 ．8 5 5 ．0 4 占

5　 5 2 8 ，9 1 5 1 1 5 2 4 ．2 5 占．8 5 0 2 ．9 9 7

1，8 9 4

t 5 5 1

6　 0 2 号 d d 9 8 5 1 5 ．1 5 5 ．4 0 0 4 ．8

7　 5 － － －
5 1 8 5 9 4 ．1

㌦当り総籾数は全盛基肥区では，2・5万粒前後で比

較的差はないが，深層追肥区では，おおむね5・5～4・0

万粒でその数が多く，軌不稔歩合も全品基肥区より

高いレベルを示している。

2　玄米構成からみた刈取適期

施肥法別，刈取時期別の玄米構成は，第5表1～2

に示すとおりで，全量基肥区の場合，出穂後45日の

刈取りで整粒歩合は80，5頭で最高になり，また．未

熟粒は刈取時期がおそくなるに従い減少するれ過熱

による被害粒，特に胴割，茶米は45日を過ぎると急

増の傾向にある。したがって刈取適期は出穂後40～

45日と判断された。

深層追肥区の場合は，出穂後50日の刈取りで整粒

歩合は52．2帝で最高に達する。

未熟粒のうち特に青未熟粒は80日刈取りでも10

帝以上もあるが，被害粒は50日を過ぎると増加しは

じめ，55日を過ぎると急増している。この間に未熟

粒も減少せず，整粒歩合の向上もみられないので一　こ

の期間中に刈取りを終了すべきである。55日刈で被

害粒が7，5多というのは，三等米基準から考えると，
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第5表－1　刈取時期別玄米構成（全脆基肥区，粒数多）

　 出 穂 後 刈 取

玄 米 構 成　 日 数

　 5 0 日

1 次 2 次　 計

5　 5　 日 4　 0　日 4　 5　日

1 次 2 次 計 1 次 2 次 計 1 次 2 次 計

整　　　　 粒 7．8 2．2
l

5 ・8 L 5 8 ・7 1 8．4 5 1，7 5 1．9 2 8 ．5 4 2 ．9 d 9 ．2 4 5 ．8 8 0 ．5

中　 間　 粒 5 ．7 1．8 4 ．5 1 9 ．8 9 ．0 1 8 ．2 2 9 ．4 2 0 ．8 2 6．0 1 8．5 1 5 ．4 15 ．5

未 熟 粒 l 清　 音 2 4．8 1 0 ．9 1 9 ．7 9 ．8 8．4 9 ．0 2 ．4 8 ．5 5 ．9 1．9 4 ．2 2 ．7

青 未 熟 5 5．8 2 7 ．5 5 1．5 ヨ　 2 5．1 5 占．D 2 9 ．2 8 ．0 5 2 ．8 1 7 ．4 2．1 2 5 ．8 1 0．2

被 害 粒

茶　　 誘 0 ．2 0 ．1 〇・2 1 0 ・2 0．1 0．5 5 ．9 0 ．9 2．8 5 ．5 5 ．9 4 ．8

春　　 型 0 ．5 0 ．4 0 ．7 5 ．0 0．5 0 ．8 1．2 1．0 1．1 0 ．1 ■0 ．1

胴　　 割 0 ．1 1．0 0 ．1 0 ．4 0 ．3

不 稔 枇 5 ．5 1 1．7 5 ．5 5 ．5 4 ．8 4．1 5 ．0 5 ．5 5 ．9 5 ，0 5 ．0 5 ．7

　 出 穂 後 刈 取

玄 米 構 成　 日 数

5　 0　日
1　　 5 5 日

8　 0　日

1 次 2 次 言・t　 ・ 1 次 2 次 計 1 次 2 次 計

整　　　　 粒 占5 ．0 4 4 ．5 5 占■2 1 8 7 ・8 4 4．5 5 9 ．0 占4．7 4 0 ．5 5 4．5

中　 間　 粒 18 ．5 1 9 ．7 1 8 ．8
1 1 4．7 1 8 ．8 1 8 ．2 1 8．1 1 7 ．5 1 °．占

未 熟 粒

活　 青 0 ．0 1．7 0 ，7 0 ．5 0 ．9 0 ．8

育 未 熟 0 ．8 8 ．4 5 ．8 0．8 1 0 ．8 4 ．4 2 ．9 1．2

被 害 粒

茶　 誘 4 ，7 9 ．2 8 ．4 1 0．5 1 2．0 1 1．0 1 1．0 2 8 ．5 1 7．4

春　 型 1．8 5 ．1 5 ．1 1 5 ・2 5．7 4 ．1 0 ．7 4 ．8 2 ．5

胴　　 割 乙 8 1．9 5．1 0 ．0 0．0 0 ．0 5 ．4 5 ．占 4 ．7

不 稔 枇 7 ．5 8．7 1．8
≡　 2 ．7

占．8 4 ．2 2．1 4 ．5 5．1

第5衰－2　刈取時期別玄米構成（深層追肥区，粒数多）

　 出 穂 後 刈 取

玄 米 構 成　 日 数

5　 0　日 5　5　 日 4　0　日 4　 5 日

1 次 2 次 計 1 次 2 次 計 1 次 2 次 計 1 次 2 次 計

整　　　　　 粒 1 5．7 4 ．7 9 ．1 1 8．5 9 ．0 1 5 ．8 4 4 ．1 2 4．5 5 5 ．9 5 8 ．6 5 4 ．2 4 8 ．6

中　 間　 粒 5．5 2 ．5 5 ．0 1 5．8 8 ．1 9 ．8 2 9 ．5 1 1．1 2 0 ．0 1 8 ．2 1 0 ．1 1 4 ．2

未 熟 粒

清　　 音 1 0 ．8 6 ．0 8 ．2 1 0 ．5 4 ．0 8 ．9 5．2 占．1 5 ．占 5 ．8 7 ．6 8 ．7

青 未 熟 5 8 ．0 2 1．8 2 8 ．4 5 4 ，2 2 2 ．5 2 8 ，1 1 2 ．2 2 1．8 1 7 ．1 4 ．2 1 5 ．1 9 ．8

被 害 粒

茶　　 誘 0．1 0 ．1 0 ．2 0 ．0 0 ．0 0．8 0 ．4 2 ．5 1．5 1．9

奇　　 型 0 ．1 0 ．2 0 ．2 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．8 0，8 D．7 0 ．2 0．1 0 ．2

洞　　 割

不 稔 枇 18 ．2 4 1．4 5 0 ．1 8 ．7 5 1．5 2 0 ．5 4 ．9 1 2．4 8．7 5 ．ロ 9 ．5 占．1

　 出 穂 後 刈 取

玄 米 格 成　 日 数

5 0 日　 1
5　5　日 占　0　日

1 次 2 次 計
1 1 次

2 次 計 1 次 2 次 計

整　　　　　 粒 8 8 ．5 5 5 ．1 5 2．5 8 1．9 5 0 ．4 4 7．0 d d．8 5 8．8 5 5 ．0

中　 間　 粒 10．7 8 ．5 8 ．8 1 4 ．5 1 5 ．4 1 5 ．0 1 7 ．2 1 2．5 1 4 ．9

未 熟 粒

清　 音 2．5 5 ．5 2 ．9 5 ．9 1．5 2．7 0．1 0 ．0

青 未 熟 占．5 1 7 ．8 1 1．9 5 ．9 2 8 ．2 1 4．5 5．9 2 7 ．2 1 5 ．5

被 害 粒

茶　　 碗 2 ．9 1．1 2．0 5 ．4 4 ．1 4．8 8 ．2 4．5 8 ．4

春　 型 0 ．5 1．0 0 ．7 2．5 0．9 1．8 0 ．5 1．8 1．2

胴　　 割

不 稔 枇 8 ．5 1 4 ．5 1 0．1 5．2 1 1．5 8．1 5 ．1　　 8 ．5 4 ．8
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これ以上増加させることのできない最高限度である。

次に，枝梗別の玄米構成の推移をみると，一次二校硬

の場合は，深層追肥区のほうが豊熟の進度が5日程度遅

れているが，全量基肥区と大差ない玄米構成となって

いる。

問題は2次枝使粒の動きで，全量基肥の場合は，整

粒歩合は1次枝梗より15多前後低いだけで，豊熟の

進行が速かで．立毛中の黄熟，完熟の判断が容易であ

る。しかし，深層追肥の場合は，2次枝硬粒の整粒歩

合が1次のそれよりも50痴前後低く，また，いずれ

の項目でも豊熟が緩慢で立毛中の黄熟，完熟の判断を

難しくしている。

したがって，今後は，その年の気象条件，栽培法，

特に施肥法別の刈取適期を予測できるような技術を兄

いだし，産米改善に役立てる必要がある。

4　ま　　と　　め

刈取時期の早晩が，米の品質にどのように影響を与

えるかについて，レイメイを用いて全量基肥と深層追

肥について検討した。その結果の概要はつぎのとおり

である。

1深層追肥栽培のものは．総概数が多い反面，枕，

不稔歩合も高い。

2　玄米構成からみた刈取適期は，全量基肥区では

出穂後45日で，整粒歩合は最高値を示し，以後は過

熱による形質不良と被害粒の増加で米の品質は低下す

匂0

また，深層追肥栽培では，全量基肥区よりも5日お

そ目の出穂後50日で，整粒歩合は最高を示すが，全

量基肥のそれよりは約8痴低い。

5　深層追肥栽培がこのように整粒歩合を低下さす

原因は，1次枝梗粒の問題でなく，2次枝便粒の問題

で2次枝硬粒の増加が，その豊熟経過を著しく緩慢に

するだけでなく，その結果として2次枝硬粒の整粒歩

合の著しい低下を招くことに基因している。

4　深層追肥栽培で2次枝梗粒の完全豊熟を期待し

刈取りを行なうと，本年の場合で出穂後d D日以上の

経過日数が必要で，品質の面からは，整粒の著しい形

質不良化と被害粒の増加を招き，米の品質は低下する。

5　以上のことから，深層追肥栽培では2次枝硬粒

に青籾の残っている間に刈取りを行ない，よりいっそ

うの晶質低下を防止すべきである。

占　今後，品種，栽培法などを変え，1穂の級数を

変化させた場合，米の品質からみた刈取適期を稲の外

観から判定できうるような技術の確立が必要である。
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第1表　試験設計
1　ま　え　が　き

多収を前提とした場合，おのずから多窒素

となり，最近での多収栽培は後期追肥重点型

であって，この場合の品質・食味の低下が懸

念され，特にササニシキの作付を拡大推進す

る指導下にあるので，ササニシキについての

後期追肥重点型に対する生育安定，収量，品

質に対する反応を調査したので報告する。

2　試　験　方　法

第1表のとおりである。

区
N （Kダ／ 1 0 a ）

ア20 5 K ℡0
元 括 幼 形 穂 出 出 10

計番 着 成 卒 穂 穂 日 元肥 元 肥
号 肥 期 穂 期 期 期 期 後

1 7 － 2 － － － 9

10 1C

2 7 － － 2 － － 9

5 7 － 2 － 2 － ‖

4 4 2 － 2 2 － 10

5 4 2 2 2 － － 10

占 4 2 2 2 2 － 12

7 4 2 2 2 2 2 14




